
 

令和６年版 国土交通白書 第Ⅱ部 関連データ集 

 

第１章 

・地域交通の現状 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

第２章 

・欧米やアジアの主要都市と日本の無電柱化の現状 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

第５章 

・乗合バスの輸送人員、営業収入の推移 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

・貸切バス事業の概況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

・タクシー事業の現状（法人事業者データ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

・トラック事業者数の推移 

 
 

・国内旅客船事業者数及び旅客輸送人員の推移 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

・建設投資、許可業者数及び就業者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

第６章 

・公共交通機関のバリアフリー化の現状 

 

 

・土砂災害による死者・行方不明者に占める高齢者、幼児等の割合（平成 16 年～令和５年） 

 

 

 

 

令和５年３月３１日現在

総施設数 ※１
移動等円滑化基準（段差の解消）
に適合している旅客施設数 ※２

総施設数に対する割合

R4年度末 R4年度末 R4年度末
鉄軌道駅 3,460 3,237 93.6% 原則100%
バスターミナル 44 41 93.2% 原則100%
旅客船ターミナル 15 14 93.3% 原則100%
航空旅客ターミナル 42 39 92.9% 原則100%

〇　車両等

車両等の総数
移動等円滑化基準に

適合している車両等の数 ※１
車両等の総数に対する割合

R4年度末 R4年度末 R4年度末
鉄軌道車両 52,150 29,699 56.9% 約70%
ノンステップバス（適用除外認定車両を除
く）

44,282 30,117 68.0% 約80%

リフト付きバス等（適用除外認定車両） 10,192 664 6.5% 約25%
空港アクセスバス　※２ 172 69 40.1% 約50%
貸切バス ― 1,157 ― 約2,100台
福祉タクシー ― 45,311 ― 約90,000台
UDタクシー　※３ 173,041 33,272 19.2% 各都道府県で約25%
旅客船 659 370 56.1% 約60%
航空機 602 602 100% 原則100%
※１　「移動等円滑化基準に適合している車両等」は、各車両等に関する公共交通移動等円滑化基準への適合をもって算定。

※３　「UDタクシー」については、各都道府県の総車両数の合計に対するUDタクシー車両数の合計の割合。

資料）国土交通省

〇　旅客施設

※２　　「空港アクセスバス」は、１日当たりの平均的な利用者数が2,000人以上の航空旅客ターミナルのうち鉄軌道アクセスがない施設（指定空
港（27空港））へのバス路線運行系統の総数における、バリアフリー化した車両を含む運行系統数の割合。

目標値
R7年度末

※２　「段差の解消」については、バリアフリー法に基づく公共交通移動等円滑化基準第４条（移動経路の幅、傾斜路、エレベーター、エスカレー
ター等が対象）への適合をもって算定。

目標値
R7年度末

※１　「総施設数」は、「鉄軌道駅」及び「バスターミナル」は平均利用者数が3,000人/日以上及び基本構想における重点整備地区内の生活関連
施設に位置づけられた平均利用者数が2,000人/日以上3,000人/日未満の施設を計上。「旅客船ターミナル」及び「航空旅客ターミナル」は平均
利用者数が2,000人/日以上の施設を計上。



 

・ハザードマップの整備状況 

 
 

 

 

 

 

 

 



 

・国内航空会社の事故件数及び発生率  

 
 

・交通事故件数及び死傷者数等の推移 

 

 



 

第７章 

・自動車からの排出量と走行速度の関係 

 

 

・海洋気象観測船による地球環境の監視 

 

 冬季の東経 137 度に沿った海域での表面海水中の水素イオン濃度指数（pH） 

（北緯７度～33 度での平均）の長期変化図。 

10 年当たり 0.019 の割合で pH が低下しており、海洋酸性化が進行している。 


